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“継続は力なり”。JAAGAが20周年を迎えたこと、これまで

の多くの関係者とともに心から祝福したい。創設の頃をふり返っ

て初心を語ることにする。

OBになってまずやらねばと思っていたことがあった。それは、

海自と在日米海軍の緊密化をサポートする、海自 OBによる

JANAFAの活発な活動を目にして、空自にも同じ様な組織を

作ることであった。その理由は、在日米軍司令官が空軍なのに、

空自が何もしなくていいのかという率直な思いにあった。石川

（防3）OBも同じ思いを持っていた。思えば、川重の顧問室で

ご一緒した吉田元海幕長の賛同を得て、JANAFAの創設に

関する資料を提供してもらい、石川、坂本（防8）両 OBの努力

によってその外貌が明らかになってきた時、当時の第5空軍司

令 官 で あ っ た マ イ ヤ ー ズ 中 将 か ら 、 会 の 名 称 は

“FRIENDSHIP”よりも“GOOD WILL”のほうが善いとの助

言があった。確かに、“WILL”の方が意欲的であるし英語の響

きもいい、また、在日米空軍もこの創設にかかわったことにもな

る、象徴になるいい名前を貰ったと喜んだものである。承知の

ように平成８年７月、エヴァハート大将（Edさん）が第五空軍司

令官の時に、さらに強い賛同を得て JAAGAは発足した。この

象徴となる言葉“GOOD WILL”を合言葉に、JAAGAは、こ

の20年ひたすら善意をもって意欲的に米空軍に接し、米空軍

もこれに善意で応え日米両空軍の絆を一段と深めてきている。

その輝かしい足跡は、これまでの“JAAGAだより”の毎号にす

べてが力強く記されていて、創設を志した一人としてまことに喜

ばしい限りである。去る空自60周年を迎えた秋に JAAGA訪

米団に合わせてワシントンを訪れ、米空軍とＥｄさんへ感謝の

意を伝えに行った時のＥｄさんはじめ多くの名誉会員の笑顔に、

日米相互のGOOD WILLによる強い絆を感じることが出来て

本当に嬉しかった。その時の米側によるコメントには、必ず空自

との絆の強さを称え JAAGAの活動と訪米団継続の努力を高

く評価していた。なかでも、前空軍参謀総長シュワルツ大将が、

「米空軍は、世界各国の多くの空軍とも親しくお付き合いをして

いるが、いちばん仲が良いのは空自である」と語ってくれたし、

Edさんも、「JAAGAを立ち上げたことに強い誇りをもってよい。

日米両空軍にとっても、日米両国にとっても本当によいことで

あったと思う」と。さらに、同席した佐々江駐米大使が、JAAGA
を柱とする日米両空軍の友好親善の活動が、一期生の時から

続いていることへの驚きとその努力を心から称えておられたこと

などである。これらの言動に、これまでの JAAGAの活動が立

派に報われつつあるなと満足して聞いていた。その活動の一

つ訪米団についても触れておこう。最初の訪米団は、平成二

年、同期の二宮 OBの発案で米川元空幕長が団長になり、つ

ばさ会の名を冠して実施されたと聞く。私が OBになった時に

本格的な取り組みを始めて、二宮 OBが各社に協力をよびか

けるなど参加者も８名前後になって、空軍のみならず陸軍や海

軍や海兵隊の基地にも訪問した。実施にあたっては、最初は

米側との調整にいろいろ苦労があったと聞くが、いつも背後か

らデイビス大将（JB）や Edさんの強力なサポートがあって、ほ

ぼこちらの希望どおりに実施することができた。当初からEdさ

んは、JAAGAでの縁を大事にされて空軍副参謀総長、戦術

空軍司令官、宇宙空軍司令官の時に、いつも心温まる歓迎で

われわれを迎えてくれた。なかでも、ラングレー基地を訪れたと

き、前夜の豪雨で辺り一面が水浸しになりこれではゴルフは駄

目だと思っていたら、ニヤリと笑い近辺の一番標高が高いゴル

フ場を予約してあるという、その底抜けの GOOD WILLに、

一同感動のあまり感謝の言葉がなかったことを思い出す。Ed
さんの GOOD WILLは、今のワシントンでの名誉会員による

温かい受け皿になっているものと思う。なにか、深い、温かい、

ひたむきの善意が感じられてならない。

この GOOD WILLについては、佐々江駐米大使も非常に

良い言葉を使っていると褒めておられたので、実はマイヤーズ

大将の助言ですと申し上げたら“なるほど”と納得されていた。

深く尋ねてはいないが、われわれが思う以上に深い愛の心の

こもったいい言葉で、原点は、キリストの”愛“から来るものなの

であろうか。この心、東洋では孔子の教える”仁“であり、釈迦の

教える”慈悲“でもあり、見返りを求めないひたむきの善意と、

私はとらえている。JAAGAの活動の根本精神は、この

“GOOD WILL”にある。これまでもそうであったし、これからも

日米両空軍が、相互に“GOOD WILL”の絆でがっちりと結ば

れて行くことを心から期待してやまない。
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